














（単位：兆立方フィート）
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ニューデリー
●

●ジャムナガール

●世界最大規模最新鋭の石精・石化一体コンビナート
インド最大の民間企業Reliance Industriesの成長戦略“Growth is Life”
原油処理124万BD稼働、エチレン装置150万トン/年建設中

●製品輸出を基軸に、更に新増設計画を推進中

接触分解（FCC2基）45万BD世界最大（高分解型で石化製品最大生産）
コーカー（2基）　　　32万BD世界最大
重油生産 ゼロベース

第1製油所
原油処理
66万BD（1999年稼働）

第2製油所
原油処理
58万BD（2009年稼働））

エチレン装置
150万トン/年
（建設中）

重質油処理等の設備高度化､重
燃料燃 油と石化原料生産

石油製品は全量輸石油製品 出
石精･石化･発電の統合

エチレン装置
製油所オフガス原料
エチレン装置150万トン/年

（2015～2016年稼働予定）

石油コークスガス化
COと水素の合成ガスを製造し、
発電、酢酸製造等

高付加価値化
パラキシレン装置増強（180万トン/年）
　－アロマ・コンプレックス－
ブチルゴム装置新設等

重質質原油
の処処理

新増設計画（推進中）
ジャムナガール＜リライアンス社＞



●FP（Formosa Plastics台湾プラスチック）グループが石油化学
から石油精製へ進出､急速に拡大(台湾初の民間製油所）

●世界トップレベルの競争力を有する最新鋭コンビナート
（石精、石化、電力事業が一体）
原油処理54万BD､エチレン装置294万トン/年

2000年稼働、2007年に能力増強 原油処理 45→54万BD
エチレン生産 190→294万トン/年

精製設備高度化：重油接触分解RFCC（2基）17万BD､コーカー8万BD

エチレン装置
294万トン/年
（1999年稼働）

輸出対応型

出所：Formosa Petrochemical co.ホームページ

RFCCは高分解型に改造（重質油からオレフィン生産）

＊発電設備（電力を域外にも供給）
　石炭火力、コジェネ、石油コークス
　火力500万kW程度

原油処理54万BD､FCC､RFCC､コーカー
エチレン装置294万トン/年､メタセシスプロピレン装置26万トン/年

原油処理
54万BD
（2000年稼働）

麦寮＜台湾プラスチックグループ＞

●
台北

●
麦陵

台湾



中国

台湾

韓国

鎖海

上海
●

●

香港
●

●Sinopecのモデル製油所（中国最大、2009年40→48万BDに増強）であり、
海外原油（中東等の高硫黄原油）処理、高付加価値化のために設備高度化

●エチレン装置100万トン/年（2010年稼動）、石油・石化インテグレーション推進
原油処理48万BD､エチレン装置100万トン/年

原油処理
48万BD

エチレン装置
100万トン/年
（2010年稼働）

重油接触分解（RFCC） ４万BD（石化原料確保）
水素化分解 ７万BD
コーカー ８万BD

・中国最大の原油受入基地
・パイプライン出荷を整備（ジェット燃料油等）
鎮海→上海、鎮海→杭州

Sinopec鎮海煉化分公司

＊石油製品は、中国の国内販売の
ほか、良好な港湾を利用し東ア
ジア等へも販売
＊基礎化学品､中間化学品､合成樹
脂等を製造
（ポリエチレン、ポリプロピレン、
スチレンモノマー、プロピレング
リコール等）



ベルギー

フランス

オランダ

●
アムステルダムアムステルダム

●

ドイツ

ロッテルダムロッテルダム

（誘導品の一部：ShellとBASFのJV）

Moerdijk
石化工場
エチレン装置
90万トン/年

リターン
（40km）

石化原料

パイプライン多数
リターン

石化装置
併設

ンリリタ

Godorf
原油処理
33万BD

石化工場

石化原料

オランダ
ドイツ

原油処理
42万ＢＤ

ShellとBASFのJV

原油パイプライン（ドイツへ）

製品パイプライン（ドイツへ）

（250km）

原油
基地

●Shell ロッテルダムパーニス製油所と40km離れたムールデイク石化工場
との広域高度インテグレーション（多数のパイプラインによる原料・製品相互融通）
●製油所内にも石化装置併設。統合生産システムにより、共同の生産計画

製油所内に石化装置併設
Shell Nederland Chemie BV

＜参考：ロッテルダム地区＞
・港湾・商工業都市、世界最大級の貿易港（ドイツ・フランス・ベルギー・スイスを後背地）
・欧州の流通システムの中心に位置し、国際企業の事業拠点：石油精製・化学工業・造船等
・石油､石化原料･製品のパイプラインシステム・物流最新ロジスティックス

Rotterdam Pernis

Pernis

Shell Nederland Chemie BV

Shell Rheinland Raffinerie
Shell

＜製油所＞
Shell､BP､ExxonMobil､
Q8（Kuwait）が立地
107万BD



シンガポール

ジュロン
●

●輸出型石油精製基地→ ケミカルクラスター
→付加価値の高い石油化学に重点を置き、企業誘致
原油処理137万BD､エチレン装置405万トン/年

●上流の石油精製から基礎化学品・誘導品まで高度な連鎖
●国の産業政策、戦略的な総合的インフラ整備、少ない法的制約、制度面の優遇措置

PCS

ブコム島

ジュロン島

エチレン装置
190万トン/年

エチレン装置
100万トン/年

コンデンセートスプリッター7万BD､RFCC

原油処理
30万BD

エチレン装置
115万トン/年

Shell Chemical

EM Chemical

ExxonMobil

Shell

RFCC RFCC

SRC

“plug-and-play”
すぐ使えるインフラ､
共有ユーティリティでコスト削減

政府が新たな成長へ向けた施策（リーマンショック後）「ジュロン島バージョン2.0」策定（2010年4月）

出所：JTCホームページ

ジュロン沖７島埋立3,200ha
（約5,000億円の政府投資）

本島

・PCS：住友化学が過半数を出資する日本シンガポール石油化学㈱が50％､QPI（カタール）とShell合弁会社が50％資本
・SRC：SPC （PetroChina100%資本）が50%の資本を所有

・電力コスト高の是正等が課題

原油処理
30万BD

RFFCRFCCRFCC

原油処理
31万BD

Petrochemical
Corporation of Singapore 

Singapore Refining Co.

コンデンンデンデコンデンセートスプ

原油処理
46万BD
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